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１ 実践の目的 
 本校は、平成 27 年度から 30 年度まで

の４年間、神奈川県教育委員会より「みんな

の教室」モデル校の指定を受け、インクルー

シブ教育の推進＝ユニバーサルデザインの

視点を意識した授業づくりに取り組んでき

た。その背景を生かし、本校ではインクルー

シブを意識した授業改善を継続してきた。 

今までのインクルーシブの視点を意識し

た授業づくりを整理するとともに、学校の

支援体制を整え、すべての生徒が共に学び、

共に育つことのできる学校を目指したいと

いう思いでテーマを設定した。 

 

２ 実践の内容 
（１）「共に学び、共に育つ」ための手立て 

 一中の約束（教室前面はスッキリと・授業

開始時にタイムタイマーをセット・「授業の

流れ」と「めあて」を提示し活動の終了時刻

を明示）を土台とし、昨年度から取り組んで

いる、「共に学び、共に育つ」ための手立て

を取り入れた授業づくりを実践した。 

手立ては大きく２つに分類される。１つ

目は、「学び方を選択できる場面」である。

すべての生徒が、自ら学びやすい授業を設

計するために、難易度別の学習課題やコー

ス別学習、ワークシートの種類（紙 orデジ

タル）など、選択できる場面を授業に設定し

た。２つ目は、「協働的な学びの場面」であ

る。授業の中で、お互いの考えを伝え合い、

整理しながら課題を解決していく経験を積

み重ねることで、多様性を認め合い、他者を

尊重する心が醸成され、生徒に根付いてい

くと考えた。 

（２）全職員参加型の指導案検討会 

 研究授業を年間４回行った。その際の指

導案検討は全職員がグループに分かれ教科

問わず参加する方法で取り組んだ。 

（３）「生徒の姿」から迫る授業検討会 

 研究授業後に行われる授業検討会におい

て、中学校では自身の担当教科と違う教科

の場合は発言が少なくなったり、「教科が違

うので分からないのですが…。」といった発

言が出てきてしまったりする傾向がある。

また、一般的に「学習者がどのように学んで

いたか？」に関する議論より、授業者の提示

する教材や、教授法についての議論が多く

なりやすいとの指摘もされている。これら

のことから、授業参観時には、「生徒の姿」

を中心に授業を捉え、授業検討会では、授業

の中での生徒の様子を中心としたやりとり

が行われることを目指し、取り組んだ。 

（４）三校合同の研修会 

 かながわ学びづくり実践研究推進校とし

て、同学区の茅ヶ崎小学校と東海岸小学校

の先生方も参加する合同の形で講演会を開

催した。講師の先生には、三校の研究テーマ

の土台となる「子どもの自尊感情をどう育

てるか」についてご講演していただいた。 

（５）「一中版 支援シート」づくり 

 授業研究を進めていく上で、全職員が同

じ視点で生徒の困り感をつかみ、支援して

いく重要性を感じた。そのため、年度当初に

支援のためのチェックリスト（一中版支援
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シート）を教職員全員で作成し、同一の視点

で経験年数や学年を問わず、自分の意見を

語りやすくできるようにした。また、チェッ

クリストを基に、具体的な支援策を含む支

援計画を立て、生徒支援の視点を中心に授

業研究に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果 
「共に学び、共に育つ」ための手立てを意

識した授業づくりに学校全体で取り組むこ

とができた。また、指導案検討会を、教科問

わず全職員が参加する形にしたことで、

様々な教科で行われている手立ての共有が

図られたり、生徒情報の共有がスムーズに

行われたりした。学校全体で共通認識のも

とに取り組み、共有することで実践力を高

めることができた。 

今年度の研究実践により、誰でも取り入

れることのできる手立てや、教科の特性に

よるアイディアなど、多くの発見があった。

また、授業検討会も、生徒の姿から語り合う

検討会に変化させることができた。 

研究を通して、これまで以上に、生徒の良

いところを認める姿勢が全職員で高まった

と考える。生徒アンケートにおいても、「先

生方は、あなたが良いことをしたときや努

力したときに認めてくれますか。」という項

目において９６．２%の生徒が肯定的にと

らえていることが分かった。 

 
４ 今後の展開 
成果を多くあげられた一方で、研究を進

めるにあたり様々な取り組みを行ったため、

負担感の部分で課題が残った。一中版支援

シートを作成する場面や、定期的な支援の

見直しにかかる時間の確保などが難しかっ

た。今後も「すべての生徒が共に学び、共に

育つ」学校を推進していくにあたって、学校

全体で研究方法を取捨選択し、力を入れる

べき部分に焦点を絞って、継続可能で効果

的な支援体制を整えていきたい。 


